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製材産地におげる県森連木材共販事業の位置
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亙はじめに

　岡山県勝山地区は，隣接する津山地区とならんで，柱

角を中心とした製材品群，いわゆる「美作材」を産出す

る製材産地である．

　このようた製材産地は，原木の良質性に依存する「原

木銘柄」としてのそれ一例えぱ，奈良県吉野・桜井産

地一と，製品の良質性を重視する「製品銘柄」一一例

えぱ，岐阜県東濃産地一一とにわけることができる．前

者はi比較的歴史が古く・資源立地型の産地でもあり・

後者は1960年代後半から展開した，後背地の森林資源に

必ずしも依存しない，技術立地一原木集積ともいうべき

新しい形の製材産地である．そして，勝山地区は後者の

典型的事例の一つである．

　従って，「製品銘柄型」製材産地の存続の要として，

技術的背景もさることながら，地域に。おける原木集積機

能が重要な役割を担っている．この場合，製品の良質

性一高価格性に規定されて，一般に原木価格相場の水準

が高く，それが広範に良質原木を集積しうる要因になっ

ている．勝山地域では，この原木市場が3カ所あり，原

木の集積と選別・分配機能を担っている．

　本稿では，これら原木市場の製材産地に果たす役割

を，3市場について特徴を析出し，とくに，地元の森林

資源との関わりが強い，県森林組合連合会の木材共販所

の意味について考察する．

n　勝山製材産地における原木市場の概要

1．県森連勝山共販所

　岡山県森林組合連合会勝山共販所（以下，勝山共販所

と絡す）は，地元の勝山町森林組合が中心となって，

1967年3月に主として郡内8森林組合の共販所とLて設

立された．

　その概要をみると，事業種目は当初においては，国産

材原木の市売，乾シイタケと植林用の苗木の集荷となっ

ていた．現在，市売市場の立地条件は，国道181号線の

ごく近くで，また中国自動車道の落合イソターチェソジ

からも近く，交通の便は大変良好であり，原木の搬入，

搬出用の大型トラックの導入も可能である．市売は1ケ

月に3回開かれており，最近では，年問30，000m3前

後の原木を扱っている．

　共販所の開設当初は，地域内の同業者の反発も強く，

集荷する原木の大半は前渡金によるものであった．その

後，森林組合の林産事業を中心に出材量は徐々に増加し

てきた．75年に真庭郡内の6森林組合（湯原，勝山，久

世，落合，新庄および蒜山森林組合）が広域合併したこ

とを契機として，森林組合の林産・販売体制が整備・強

化された．

　その反面において，共販所自体と単位組合の組合員と

の結合関係が稀薄になり，共販所の設立当初50％あった

系統利用率（出荷材のうち，森林組合，県森連が占める

割合）は，77年には，金額，材積ともに30％弱にも低下

している．しかも，真庭郡内の2森林組合（真庭森林組

合，美甘村森林組合）の系統利用率に占める割合は，約

15％であり，他県の県森連からの出荷材もかなりの割合

をしめており，地域内の森林組合の共販所という本来の

性格は，次第に薄れてきている．

　しかし，量的に見ると，79～80年までは全体の敢扱量

とともに徐々に拡大し，各森林組合の林産事業の拡大が
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うかがえる．一般出荷者（員外）は郡内の業者のシェア

が高く，全体的に見れぱ，郡内からの（森林組合をふく

む）出荷が中心となっている　また，出荷樹材種を簡単

に見ると，森林組合の広域合併以前は公有林からのヒノ

キ材が多かったが，近年ではスギ材や小径木の出荷が増

加している．

　共販所におげる年問取扱量は，図一1に示すように，

年々増加しており，83年度には約28，OOOm3となって

いる　Lかし，これは民問市場である，真庭木材市場に

比較するとかなり少ない．敢扱材の年問平均単価をみる

と，勝山地域内にある3原木市場のなかでは最も低く，

その集荷内容は，スギ材や小径木の比率が高い．rこれ

は勝山共販所が地域産材一現在の資源構成を反映してス

ギ材の伐採量が多く，良質ヒノキ材の生産量は少ない一

の集荷市場という性格をもっ七いると見ることができよ

う。」（注1）　このことについては，後ほど詳細に分析を

試みたい．一方，出荷先（買方）について見てみると，

その殆どは地域内の製材業者である．この傾向は，他の

2原木市場についても同様であり，従つて，勝山共販所

は他の2市場とともに勝山地域の原木供給機能を担って

いるといえよう．この事についても，後ほど詳細に分析

してみたい．つぎに，他の2原木市場について，その概

要をごく簡単に述べておこう．

2．真庭原木市場

　まず，真庭原木市場（真庭原木市売株式会杜）は，最

も創設が古く，60年に地元の製材業者が中心となってつ

くられた．この市場は，勝山産地の形成遇程に非常に重

要な役割を果してきたといえる．市売土場は，久世町の

本杜土場の他に，64年より，ヒノキ専門の製材工場が集

中している勝山町月田地区にも土場を開設し，毎週2カ

所の土場で市売を行なっている．

　年問取扱量をみると，図一1にみるように，79年を

ピークに若干の減少を示し，とくに，取扱金額において

著しい．取扱樹種では，県外産のヒノキ材が中心で，し

かも良質材が多い．出荷者は，77～78年ごろまでは，郡

内の業者が主体であったが，それ以降は，県外業者の比

率が増加している．従って，この市場は県外産のヒノキ

良質材を中心とした集荷を行たい，勝山地域の製材業者

が生産するヒノキ柱角の原料供給の中心的部分を担って

いると考えられる．また，集荷量及び価格の安定を図る

ために，64年から始めた市場自らの立木買い　（素材生

産）も最近では強化しつつある．原木市売の他の事業種

目としては，会杜で山林を所有して，林業経営を行なっ

ている．

3．落合木材流通センター

　次に，落合木材流通セソター（以下，落合セソターと

略す）についてみてみよう．落合セソターは，77年に製

品市場である勝山木材市場が落合町に開設したものであ

る．その開設の趣旨は，当時すでに営業していた2市場

ではあまり取り扱っていなかったヒノキ高級材を県外か

ら広域に集荷し，地元製材業者へ供給することであっ

た．土場は嬉合町にあり，中国自動車道の落合イソター

チェソソに近く，土場面積も他の市場に比へてかなり広

㌧・．

　年問取扱量は，81年度においては，材積で約27，000

m3，取扱金額は約16．5億円となっている．この市場で

の取扱品目は高級材が中心で，平均単価も低下している

ものの，他の2市場に比べると高い水準を保っている．

出荷者は，県外業者が多く集荷量の約70％を占めてい

る．県外業者では，鳥取県，広島県，四国4県，愛知県

の業者の比率が高い．

　以上のように．，勝山産地には3原木市場があり，それ
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図一1　原木市場の取扱量，金額，単価の推移

　　　　資料）勝山共販所，真庭木材市場
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ぞれが相互規定的に独自の役割を担っており，この地域　　年をピークに若干の減少に転じている．さらに，特定業

で生産される幅の広い製材品目に対応した原木の品揃え　　者，一般目者（注2）および森林組合に分げて出荷比率の

が行なわれているのである．　　　　　　　　　　　　　　推移をみると，それぞれ約50％，20％，30％となってお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り，この比率にはあまり大きな変化はみられない．

HI集出荷溝造の特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次に，地域別に集荷の傾向をみてみよう．真庭郡内，

1．集荷の実態　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他の岡山県内およびその他の中国地方に分げると・

　勝山共販所におげる原木の集荷状況を見てみよう（表一　　r真庭郡」では81年に急激なおちこみ（全体取扱量（金

1参照）．この表は，勝山共販所に出荷する業者，森林　　額）の約35％）が見られ，最近まで傾向的には，48％か

組合のうち，上位20位（一般出荷老のうち上位10位，お　　　ら40％へと変化している．これに対して，rその他の中

よび森林組合上位10位の合計）を集計したものである．　　　国地方」では78～80年に10数％まで減少しているが，傾

　まずこれら上位20位の業者，森林組合の全体取扱金額　　　向的には，22％から28％へと増加している．rその他の

に占める割合をみると，年毎に多少の変動があるが，69　　岡山県内」は主として隣接する苫田郡，阿哲郡および津

％～77％で，いずれの業者も毎年一定の出荷量を保って　　　山市の業者，森林組合であるが，80年をピークに最近は

いる．ただ全体取扱量（金額）の推移をみると，79～80　　減少に転じており，全体に占める比率は10％弱である・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ところでr真庭郡」
　　　　　　　　　表一1　勝山共販所捗態別・地域別出荷者の推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　におげる真庭森林組合

　　　　　　　1977年　　78年　　79年　　　80隼　　81年　　82年　　83年　　84年　　の比率はどうであろう
　　　　　　　（％）　　　（％）　　　（％）　　　　（％）　　　（％）　　（％）　　（％）　　　（％）
真庭郡内　　　　（62）48　（64）45　　（67）49　　（63）47　（49）47　（55）41　（62）47　（53）40か・表から見る限りで

　真庭森林組合（20）16　（22）15　　（16）12　　（19）14　（13）9　（14）9　（15）12　（13）10は，16％から10％へと
　美甘村森林組合（2）1　（2）1　　（1）1　　（1）1　　　　　　（O）O　（2）1　（1）1
その他岡山県内　（9）7　（10）7　　（11）8　　（16）12　（14）10　（15）11　（10）8　（10）8　傾向的に減少してお

広島県（10）8（10）7（3）2（9）7（14）10（12）9（8）6（12）10・鳥　取　　県　（17）13　（14）10　　（13）9　　（10）7　（18）12　（16）12　（19）15　（23）18　り1最近では・全体の

寒督播閉　　　（。）。（1）1閉（2）2閉閉・・％を占めるにすぎな
特定出荷者計　　　　50　　　36　　　　51　　　　50　　　53　　　54　　　54　　　52　い．
一般出荷者計　　　　23　　　28　　　　22　　　　19　　　22　　　20　　　22　　　21
森林組合計　　　　27　　36　　　27　　　32　　　25　　26　　　25　　　27　　一方，量的にはわず

特定十森組　　（100）77（100）69　（100）73　（100）75　（100）71（100）75　（100）77　（100）76　かたがら，これらの地
（上位10者）（＊）637．430659．500　868．770　843．450　770．230747．978　679．489　760，043
合計取扱額　　　　100　　100　　　100　　　100　8100　　100　　100　　10『域の他からも入荷があ

金額（千円）（・）829・680950・3601，189．0401・126・1101・04・440991・701　885・226　997・522　り，兵庫県（県森連）

資料）勝山共販所市売明細　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また，ここ数年の傾向
　注）　％について，（）内の数値は，特定出荷者，出荷森林組合のそれぞれ上位10者の合計に対する
　　　比率（）なしの数値は，合計（年間取扱高全体）に対する比率　　　　　　　　　　として高知県（県森

　　　＊は・金額（実数・（千円））　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連，大正町森林組合），
　　　　「その他」欄については77，79年度は，兵庫県．81，84年度は，高知県，83年度は福井県であ
　　　　る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福井県（美山町森林組

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合）からの入荷もみら

　　　　　　　　　表一2　勝山共販所の出荷者別年間取扱量の推移　　　　　　　　　れるようになり，広域

　　　　　　　　1977年　　　　79年　　　　81年　　　　82年　　　　83年　　　　84年　　　化している．
　　　　　実数（指数：’77＝100）
　　　　合計22，307（100）25，833（116）29，617（133）30，735（138）28，461（128）33，1gg（14g）　　次に，表一2におい

纂　簸11熾11；1；儲1鵠1ε熾繋；11；轟1織1き；轟糊；1婁：婁1織；て，取扱臓金額と
（m3）　森組　6・576（100）　7・353（112）　7・402（113）　7・688（117）　7・324（111）　9・532（145）　の関連で取扱量の推移

　　　　合計　　829（100）　1，189（143）　1，084（131）　　992（120）　　885（107）　　997（120）
金　　特定　　414（100）　　601（145）　　574（139）　　535（12g）　　475（115）　　521（126）　を考察してみよう．取

（晶円）議搬11；鋤揚；婁1継；鑑繊毅181；墨織扱材積の合計でみる隈
　　　　合計　　37（100）　　46（124）　　37（98）　　32（87）　　31（84）　　30（100）　りでは，傾向的にはほ

　単特定40（100）47（118）37（93）33（83）34（85）34（100）価　　一般　　35（100）　　47（134）　　34（97）　　29（83）　　27（77）　　25（100）　ぼ一貫して増加してい
（千円／m3）森組　　　40（100）　　44（110）　　37（93）　　34（85）　　30（75）　　28（100）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る．しかし，前述のよ
　小　　　合計　　　27（100）　　77（285）　　一（一）　　42（156）　　56（207）　　50（185）
径　　特定　　　5（100）　　2（40）　　一（一）　　一（一）　　一（一）　　6（120）　うに取扱金額では，79

　木一般11（100）49（445）一（一）41（373）44（400）38（345）（m）　森組　　10（100）　　25（250）　　一（一）　　1（10）　　12（120）　　6（60）　年を境に減少し，最近

資料）勝山共販所市売明紬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　では77～78年の水準に
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まで低下している　さらに，市売単価は木材不況を反映

して低落が著しく，現在では75年の水準まで下がってい

る．

　このような全体的傾向の中で，特定業者，一般業者お

よび森林組合それぞれの出荷にはどれ程の内容の差が見

られるのであろうか．特定業者では材積の点で，81年ま

で一貫してのびており，とくに80年から81年の変化が著

しい　しかし，その後若干の減少傾向をみせている　こ

れに対し，一般業者，森林組合では最近までほぼ一貫し

て増加しているという差がみられる　特定業者のこのよ

うな傾向は，木材不況による山林所有者の行動，つまり

資産保持的傾向と深く関連していると考えられる．一

方，森林組合などでは主伐木の減少が目立っているが，

それ以上に間伐木や小径木の伐採量が増加していると考

えられる．これは，次に見るように各事業主体の出品す

る原木単価の推移からもうかがえる．

　図一2から，原木単価の推移から考察を加えてみよ

う．図に示すように，79年をピークとして原木の価格は

低下の一途をたどっている．この中で，特定業者の出品

する原木は常に高価格を維持し，いわば「量より質」の

出材を実行している．反面，森林組合や員外の一般業者

では，ピーク時期を除いては比較的低価格である．この

傾向は，83～84年の森林組合の出材品の価格で顕著に表

れている．

　各出荷主体の樹材種別出材量を直接に示すデータはな

いが，聞き取りによると，80年前後からの変化として，

問伐材の増加が目立っているといわれる．これは，森林

組合の扱う出材量そのものは以前と同じであるが，林分

が問伐期に入り，保育に重点を移した結果であり，従っ

て，製材用原木の十分な供給が困難になってきていると

いわれる．

　ところで，表一3で，勝山共販所を真庭木材市場と比

50

40

30

単価
（千円／m3）

特定業者

　　　　　　合　　計
　　　　　　森林組合

　　　　　　一般業者

　　197778　．79　80　81　82　83　84

図一2　勝山共販所におナる出荷者別出品材単価

　　　　資料）勝山共販所

較しながら，市の特徴を考えると次のようになろう．勝

山共販所の出荷材の樹種別内訳は，スギとヒノキは，本

数比でそれぞれ27％，73％，材積比で50％，50％，金額

比で37％，63％と，ヒノキが主体になっているといえ

る．これは，勝山地域の原木市場の特徴の一つである．

同様に，真庭木材市場の出荷材を樹種別にみると，ス

ギ，ヒノキは，本数比で36％，64％，材積比で38％，62

％，金額比で20％，80％と，ヒノキの比率がさらに高く

なっている．

　また，勝山共販所と真庭木材市場のスギ，ヒノキの本

数比が逆転しているところから，勝山共販所において

は，小径木の割合が高いと考えられ，どの材長でも小丸

太や径級7～10cmのいわゆる小径木が多くなってい

る．実際に最近の市の状況を聞くと，主伐木が20～30％

で，問伐木（末木を含む）が70～80％であるという．

　勝山共販所もヒノキ中心の市場であることは，前述の

とおりであるが，ただここではスギ材が比較的多く，ま

た，真庭木材市場では殆どなかったマツ材，広葉樹材が

本数比率で数％集荷されているのが特徴である．

　市売価格の点では，47，200円／m3と真庭木材市場に

比べて低くなっている．これを径級別にみると最も高い

ものは13～16cmの柱口材で71，100円，以下，26cm

以上，18～24cmと続いているカ㍉真庭木材市場と比較

して，柱口材で高価格を実現している．1粒当たりの本

数をみると，ヒノキ全体では約16本で，真庭木材市場よ

りも多い．このことを単純にみれぱ，選別が粗く，厳密

に選別する必要のある高級材は少ないということを示し

ている．

2．出荷の実態

　ここでは，勝山共販所における出荷の動向と買方の特

色などを考察する．

　勝山地域の原木市場の買方は，ほとんど地元の製材業

者によって占められている．しかし，勝山地域の3原木

市場にそれぞれ特徴があるように，各市場の買方にも特

徴がみられる．

　表一4は，各市場の買方のうち，上位10杜を表したも

のである　各業者に付した記号は，業老が市場で購入す

る材種の品等（価格帯）を，各業者の生産する製品種別

によって分類した類型である．ここでは，3類型に分

げ，Aをヒノキ柱・ヒノキ通柱，スギ造作材，突板など

の高価格材，Bをスギ・ヒノキ並柱，スギ中目板，その

他の一般材，Cを小径木，ダソネージ，2m柱などの低

価格材としている．

　上位10杜の各市場の総取扱金額に占める割合をみる

と，勝山共販所では608％，真庭木材市場では654％，
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落合流通セソターでは63．1％を占めている．したがっ

て，各市場での上位10杜のシュアは，いずれも約60％強

とあまり大きな差は見られない．ただ，市場によって各

類型に属す業者の数および類型別のシェアに差が見られ

る．この類型を用いて買方の上位10杜をみてみると，勝

山共販所では，C型の業老が購入する割合が高く，4業

者で全体の28％を購入している．また，落合流通セソタ

ーでは，A型の業者が購入する割合が高く，7業者で全

体の44％を購入している．真庭木材市場でも，A型の業

者が購入する割合が高い．

　図一3は，表一4の市場別に各類型に属する業者の購

入比率を表したものである．これによると，A型につい

ては落合流通セソターが最も多く，次いで真庭木材市

場，勝山共販所となっている　B型に一ついては真庭木材

市場が最も多い．また，C型については勝山共販所が多

くなっている．このことからも，先に市場の概要でも触

れたように落合流通セソターは，高級材中心であり，こ

れに対し真庭木材市場は一般材が多く，勝山共販所では

小径木などの比重が大きいといえよう．

　ただし，各類型別の業者数，シェアに市場による差が

あるといっても，各業者は特定の市場のみから購入して

いる訳ではない．例えば，小径木についてみると，勝山

地域には大手の小径木専門加工業者が4業老存在する

が，いずれの業者も麓合を避げるために原木購入を特定

の市勧こ決めている訳ではなく，3市場から一定程度購

入しているのであって，その市場の特色として，取扱材

の内容に差がみられるのである．

　販売先の地域をみると，ほとんどが勝山町（含，月田

表一3 出荷材の内訳の事例

材　長　径　級
（m）　（Cm）

勝山共販所　第511回市（81年10月6日） 真庭木材市場　第1047回市（81年10月8目）

本数　　　　　材積　金額　単価
　　　　　　（m3）（千円）（干円）

粒数

ギその他ヒノキヒノキヒノキヒノキ

本数　　　　　材積　金額　単価　粒数
　　　　　　（m3）（千円）（千円）

ヒノキス ヒノキス　ギその他ヒノキヒノキヒノキヒノキ

　　　小丸太
　　　7～10
　　　11～12
2m　　　13～16
　　　18～24
　　　26以上

　620　　　　155　　　　　0　　　　　＿　　　　113　　　　　＿

1．519　　　　　97　　　　　5　　　　20　　　274　　　13．7

　530　　　　41　　　　　6　　　　14　　　　183　　　12．9

　386　　　　129　　　　　57　　　　　16　　　　287　　　18．4

　167　　　　67　　　　98　　　　13　　　236　　17．6
　44　　　　　10　　　　34　　　　　2　　　　　66　　　28．2

10　　　　391　　　304

19　　　119　　　57
12　　　193　　　32

45　　320　　48
57　　　215　　　39

14　　　23　　12

＿　　　27　　　＿　　　　2

45414．56513726．3　915　　　　246　　　16．6　　　　　26

18　　　419　　23．8　　　　39

31866．36　16
計3．266499200661．15917．71571．2614924441．07024．298

　　　小丸太
　　　7～10
　　　11～123m　　　13～16
　　　18～24
　　　26以上

　847　　　　685　　　　　0　　　　　＿　　　　143　　　　　＿

3．502　　1．025　　　　42　　　　90　　1．730　　　19．2

1．873　　　　506　　　　　32　　　　78　　1．894　　　24．4

1．203　　　　669　　　　165　　　　69　　3．968　　　57．3

　233　　　　317　　　　171　　　　　26　　1．706　　　66．1

　　81782220676．2

27　　　　802　　　398
63　　　1．115　　　868

53　　　　898　　　635

171　　　1．320　　　788

116　　　　491　　　218

　6　　　39　　24

＿　　182　　＿　　　　5
28　　　580　　20．4　　　　45
42　　1．133　　　27．2　　　　　47

85　　4．514　　　53．0　　　　110

45　3．261　　72．7　　　157

859875．1　25
計7．6723．2194922669．64736．34364．6652．9319 208　10．267　　　49．3　　　　389

　　　小丸太
　　　7～10
　　　11～124m　　　13～16
　　　18～24
　　　16以上

840　　　　689　　　　　0　　　　　＿　　　　175　　　　　＿

775　　　　186　　　　　10　　　　　26　　　　731　　　28．4

147　　　　71　　　　19　　　　　7　　　234　　　35．3

2741134　210748．937　　　　247　　　　176　　　　　　7　　　　546　　　77．7

　7　　　　151　　　　63　　　　　2　　　241　　127．2

15　　　　269　　　224　　　　　　　　　　　－　　　　　71　　　　－　　　　　4

34　　　　519　　　273

7　　　58　　12
11　　　17　　18
30　　　19　　123
7　　　　5　　　74

19　　　558　　30．7　　　　19

23218．0　5
311132．5　8
427763．0　15
2178109．7　5

計1．8331．385402442．03246．71048877245301．23641．656
　　　7～10
　　　11～12
6m　　　13～16
　　　18～24
　　　26以上

35　　　　210246．5130　　　　　　　　　　　　　　　13　　　815　　64．7

434　　　　　　　　　　　　　　　　　62　　6．653　　108．2

107　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　950　　134．1

　0　　　　　　　　　　　＿　　　一　　　＿

8　　　22　　　0
20　　　93　　　6
86　　661　　97
12　　　68　　　6
－　　　　0　　　0

1　　　　　72　　　5295　　　　　　2

13　　　818　　　63．3　　　　13

88　　8．428　　　96．0　　　　81

16　　1．491　　　90，5　　　　　30

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

計70612838．521102．21268441030
119　10．810　　　91．2　　　　ユ26

その他 33　　　　　1　　　　59　　　　　5　　　465　　　98．4　　　　　25　　　　12　　　　35　　　　　1　　　　　1　　　132　　116．0　　　　　8

合　計
（％）

13．510　　5．105　　1．096　　　　463　21，825

（69）　　（26）　　（　5）　　　（50）　　（63）
47．2　　823 7．669　　4．285　　　　19　　　40223．515　　　58．5　　　679

（64）　　　（36）　　　　（　O）　　　（62）　　　（80）　　　　一　　　　　一

総　計
L。。，。。。　。。。。。，。。。

I＿11．973　　　　　　　　　　　646　29，592

　　　　　　　　　　　　・

串興）本表は，綱島直彦「製材産地における原木市冗市場の実態とその役割一岡山県真庭郡勝山地域を事例として一」

　　　（1982年度，島根大学卒業論文）から引用，調整した
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単価（円／m3）

15万

10万

ヒノキ6m柱口糸
（1等）　｛

　　　　　f1
　　　　　戸　1

ヒノキ3m柱口　　　　　　’

（1等）〈ピハ　）
㌧　　　　　　　　　　　7　y

蔓

　　レ）
　　　》

＼

勝山共販所
真庭木材市場

5万
スギ4m中目

　（1等）

・。〆　　＼

バー　　へ

＼　一ノ〆’＼心

O
」1975一」76一一」’77一一」78一」一79一」一80一一」一81一」L－82一一」一83一一」84一一

図一4　原木市売価格（単価）の推移（勝山共販所，真庭木材市場）

　　　　資料）勝山共販所，真庭木材市場市売資料による

　　　　　注）図は原系列を示し，季節調整はしていない．

りによる）．この点からみると，取扱材の価格帯は，勝

山共販所の方が全体的に低いといえよう．そしてこの価

格差は，価格高騰期を境にやや縮小している．（図一1

参照）

　現在，木材価格の低迷のもとで，市場にとっては，買

手市場となっている．したがって，市場も，出荷者も販

売することが第一義であり，せり売りの段階ではr落と

（す）させる」ことが重要となる．このため，勝山共販

所でもせり売りは，r不落とせずに落とす」ことに始終

し，価格の調節をするには至っていない．また，出荷者

からの指値も殆どたいといわれる．

亙V　勝山製材産地における勝山共販所の特徴と

　　その役割

1　勝山共販所の位置と最近の状況

　集・出荷の状況は先にみたように一，地元の製材業者の

原木を供給するために地域内外から広範囲に集荷し，地

元へ供給している，と要約することができる．

　地元地域は豊富な森林資源が存在するが，勝山産地の

原木に足る資源が十分にあるとはいえず，現在地域外か

ら集荷する原木が主体をたしている　製材業者が需要す

る原木は，年間約25万m3で，真庭郡内で生産される

ものはその2割程度である．それを3原木市場で集荷し

ている．勝山共販所は，地域の原木集荷量のうち，材積

で26％，金額で23％を取り扱っている．

　さて，ここで勝山共販所一の出荷材について詳しく見て

みると，当然ではあるが，中心部分を占めるものはヒノ

キ柱材であり，小径木は比較的多いというに過ぎない

しかし，勝山共販所に小径材が多く集荷されるようにな

った事には理由がある．また，ヒノキ柱材や中・大径木

についても最近問題が露呈してきている．

　もともと，勝山地域の製材業者はヒノキの通柱を中心

に製材産地化を図ってきた．それは，広範な原木集荷体

制と優秀な加工技術に支えられて発展してきたのであ

る．さらにr美作杉」，r美作桧」の銘柄化を図ろうとし

ている．勝山産地の原木市場に木材が集荷されるのは，
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これらの製材業者が原木を高価格で購入できる，良質製

品に支えられた資金的裏付けがあったためである．

　しかし，最近の木材不況の経済環境下で，製材業者の

資金的背景も弱体化し，一方で，山林所有者のr伐り惜

しみ」と資源的枯渇のため中・大径木が徐々に減少傾向

にある．従って，地元の原木市場への原木の出荷が少な

くなり，製材業者は自ら地域外の市場に出向いて原木を

購入したげれぱならなくなっている．そうすると，地域

外購入のために単価差が縮小し，さらに原木が集まらな

くなるという悪循環に陥ることになったのである．

　一方では，地域内外からの問伐材の生産が著しく増加

している．その担い手は，主として森林組合である．森

林組合事業は，保育に重点を移し，その結果があらわれ

てぎたといえる．ところで，原木市場で間伐材を扱う場

合，市売の手問と価格とを較べると赤字になりやすいた

め，民問の市場では敬遠されることが多い．しかし，勝

山共販所では森林組合共販事業としての本来の性格よ

り，森林組合が生産したものや個人の山林所有老が生産

した問伐材が集中することになるのである．

　共販率の点からみると，県内に3ケ所ある県森連共販

所（勝山，新見，津山）のなかで，勝山共販所はその会

員利用率が最も低いという間題がある．会員利用率が低

くとも，業界と密着した市場であれぱよいが，先述の事

情からみても，現状は必ずしもそうであるとはいいがた

い．また，業界と密着した市場であっても，問伐材がこ

こに集中すると経営の圧迫につたがる可能性がある．最

近数年の傾向をみると，取扱量自体はさほど変化はない

が，間伐材の比率が増加するなどでその内容に変化が見

られるのである．そしてこの傾向は勝山共販所において

他の2民間市場よりも顕著である．

2．勝山共販所の果たしてきた役割

　言うまでもなく，勝山産地は，ヒノキ柱材に特化した

製材産地ではなく，スギ・ヒノキの建築材一般，小径木

による小角・ダソネージなどあらゆる木材の製材産地で

ある．他方，山側からみれば，木材はスギ・ヒノキの柱

角や板の適材ばかりではなく，間伐材や小径材も生産さ

れるのである．

　従って，勝山共販所は地域内の森林組合の共販所とい

うだげでなく，地域内外で生産されるスギ材や間伐材や

小径材の主要な流通の媒体であり，それら「すそもの」

を専門的に扱う製材業者の原木購入先なのである　そこ

で，勝山共販所は，今後もさらに間伐材や小径材の取り

扱いを強め，性格づけをしてゆくべきである，かという

と，必ずしもそうとは言えない．地域内の3原木市場が

相互補完的に役割（取扱樹材種）を分担することは，地

域全体にとっては好ましい面もあるが，他方では個々の

市場にとっては，経営の弾力性を失うことになりかねな

いからである．

　一方，市場価格の動向としてみたように，勝山地域の

原木市場は，製品市場である勝山木材市場での販売状

況，それを目安とする製材業者の買付方法に，市売が規

定されるという性格が強い．その意味で，地元の製材業

老に「貢献」するのではたく，むしろ「依存」してい

る，といわれるのである．もともと勝山地域は地元に原

木が少なかったために，市場が存立し，そこに原木が集

中し得たのは，製材業者がそれを高価格で購入できる背

景があったからである．つまり，単価差によって原木が

集まったのであるまた，逆に製材業者からみれは，地

元に原木市場があるからこそ必要な基本量は，ここで確

保し，不足分を地域外に求めるという構造が存在してい

た．しかし，先述の様に現状では，製材業者の原木購入

に関する行動は，以前とは逆転しており，原木供給に関

しては地域内集中から地域外拡散の傾向にある．これが

勝山地域の原木市場の抱える大ぎな間題点となってい

る．

　ところで，　般的に言えは，原木の質的集中は，価格

高騰期にはそれほど顕著ではないが，価格低迷期におい

ては，原木の良質性が高く評価される所（市場）へは良

質材が集中し，そうでない所へは一般材や低価格材が集

中する傾向にある．この場合，市場の性格はそれ以前の

取扱材の価格帯，取引業者の購入原木・主製品などによ

って決定されるのである．そして価格低迷期が進展する

につれて，市場と取扱原木の質に分化が見られ，市場の

性格がより明確化してくるようになる．

　勝山地域の3原木市場の場合，このような傾向はない

とはいえない．むしろこの傾向を利用しながら先の問題

を克服することも可能である．ただし，そのためには3

原木市場の相互関連的な性格の構造変化を伴うであろ

う．勝山共販所に限っても，他の2市場に較べて現在の

取扱量が比較的多い小径材や間伐材がさらに増加し，そ

れが契機になって低価格材が集中するようになる可能性

は十分にありうる．むしろそのようにシフトすることが

自然であるかも知れたい．

　また，勝山共販所の場合，小径材や間伐材が集中する

他の要因として，森林組合の共販所であるという側面が

ある．地元の真庭森林組合，美甘村森林組合では要問伐

林分の増加に伴い，また山林所有者の資産保持的傾向か

ら，組合の取扱材は主伐木が少なく，小径材や間伐木が

多くなっている．さらに真庭森林組合では，今後林産事

業の拡大を計画しており，共販率（会員利用率）が上昇
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注

すれぱ，上の様な傾向は強まる可能性が高い．現在の状

況では，小径材や問伐材の集中は，市場経営の圧迫にこ

そつながれ，市場にとってメリットは少ない．しかし，

問伐材の利用が進み，その原材料を大規模に集積出来る

ようになれぱ，市場経営に占める小径材，問伐材の位置

もメリットに転化してくると考えられる．

　以上の諸点から，勝山共販所は現在，ヒノキ材が中心

である当地域において小径材を特徴的な取扱品目とし

て，独自の位置を占めており，この傾向は今後ますます

強まることが予想される．そしてこの事が，地域の木材

産業とともに経済的に良好な循環関係を取り結ぶ事が望

まれるのである．

注1　林野庁林産課「地域林政推進調査報告書一国産材

　　　流通，加工調査」　（岡山県勝山地域，79年3月）

　　　から引用．

注2　特定業者，一般業者ともに，員外の民問業老であ

　　　るカ㍉特定業者とは地元業者で勝山共販所に定期

　　　的に出荷し，その実績の多いもの．手数料は組合

　　　員と同様で一般業者よりやや低い．

注3　本稿を執筆するのに際し，以下の文献を参照した．

　1）井口隆史「勝山材の市場流通構造変化と有効競争

　　　の再編形態」，小嶋睦雄代表「木材流通の適正化

　　　と流通機構の再編に関する総合的研究」　（昭和62

　　　年度科学研究費補助金（総合研究ω）研究成果報

　　　告書，1988年3月）所収．

　2）綱島直彦「製材産地におげる原木市売市場の実態

　　　とその役割一岡山県真庭郡勝山地区を事例として

　　　一」　（82年度島根大学卒業論文）

　3）「林構事業と木造化推進一当面の課題と方向をさ

　　　ぐる」，林樹青報（1988年5月，Nα63）．




